
フラッグシップ輸出産地の概要

株式会社日本農業（代表取締役 内藤 祥平）

主な輸出先国 台湾、香港等（2023年） 輸出実績 2,000百万円（2023年）

対象となる
地域

青森県弘前市・青森市・黒石市・平川市・南津軽郡大鰐町・田舎館村・北津軽郡板柳町・
鶴田町・南津軽郡藤崎町・五所川原市・つがる市・西津軽郡鰺ヶ沢町

提携生産者と
日本農業社員の交流

貸出コンテナ入り
リンゴ

海外市場でのりんご陳列風景
提携生産者と

日本農業社員の交流

・青森県において大規模なりんごの栽培を行っている。
・300名以上の提携農家からりんごを集める他、仕入れを行い
輸出に取り組んでいる。

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

・仕向国ごとのりんごの嗜好性を把握し、それに沿ったりんご
を輸出できるように提携農家とコミュニケーションを取って
いる。
・台湾向けにおける施設登録等、各国の規制対応を行っている。

アピールポイント

輸出
品目

青果物
（りんご）

お問合せ先 （TEL）0172-55-8206 担当：坂井HPリンク https://nihon-agri.com/

★生産者や国内小売店、諸外国インポーターと直接コミュニ
ケーションをとり、バリューチェーンを構築している他、自
身のエクスポーター機能により臨機応変な輸出を行うことが
可能である。

https://nihon-agri.com/
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